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　９月末に公表された全国学力学習状況調査について、本校の状況やその後の取組み等について、
その概要を３回に分けてお知らせします。今回は、２回目です。

全国学力学習状況調査の結果について　No.2

桑原小学校長　小川和彦

　今回は、結果に影響した、学校や家庭での生活習慣な

どについて、ご説明します。	

　新聞社が手前味噌に述べているとも言えるかもしれま

せんが、それでも、無視できないのは、新聞を読むこと

の重要性です。全国的に、正答率との相関関係が高い項

目です。そして、全国と同様に、桑原小学校でも、新聞

を読んでいる割合は、非常に高い結果となっています。

このことが、国語はもちろんですが、算数の文章を読む

上でも大変に役に立っていると感じます。	

　新聞記事は、主に出来事についての客観的な説明が書

かれています。出来事の状況や背景、また、その出来事

についての影響や受けとめ方などについて書かれている

こともあります。	

　国語や算数の文章問題は、質問をする前に、様々な説

明がなされます。この説明が読めないと質問には答えら

れません。新聞記事のような文章を読む習慣があるほど、

学力が高くなることは、当然のこととも言えそうです。	

　同様に話題になるのが、読書です。これ

も、学力との相関関係があることが指摘さ

れてきました。この点については、桑原小

学校もやや課題がみられます。	

　読書については、学力のみならず、子ど

も達が社会に出た時にも、財産とできるも

のだと思います。	

　学校、家庭で力

を合わせて、読書

の習慣を子ども達

に身に付けたいも

のだと思います。

参考となるパンフ

レットを併せて配

付いたしましたの

で、ぜひとも、ご

一読ください。学校では、図書館の本を新しくすることや子ども達が

興味関心をもつことができる種類の本を入れること、また、


